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研究成果の概要（和文）：AIを利用すれば容易に高齢者の運動機能や認知機能を向上させると考えた。しかし高
齢者に対してタブレットなどの操作が容易でないことが判明した。そこで柏原市社会福祉協議会と協力してZoom
による講演会や運動教室を開催することにした。講演は月1回、運動は週1回の指導することでフレイルロコモを
生ずる疾患の講演や運動指導ができた。また高齢者ふれいるロコモに有用なカピバラ体操を開発して指導した。
一人一人の高齢者に対してWi‐Fi環境を提供できればフレイルロコモの知識と運動機能の向上につながると考え
る。今後も柏原市だけでなく全国に向けて情報発信を提供する予定である。

研究成果の概要（英文）：We found that education for community living elderly peoples were 
significantly difficult. Our pilot study for ten peoples using a tablet was failed. Because many 
elderly peoples could not access to the computer systems.
Web lectures and physical education was started at Kashiwara city in 2021. We established the 
educational system "Locomotive school". Three different rooms were connected by Zoom. We started the
 monthly lectures and physical exercise. Titles of the 5 lectures were as follows: locomotive 
syndrome, osteoarthritis of the knee, special exercise for elderly peoples, lumbago, and 
osteoporosis. We continue more 5 programs in 2023. Participants of the Zoom lecture were 50 to 100. 
Lectures and exercise using Web site is very easy to join the meeting. However, face-to face will be
 more effective to improve the motor and cognitive function.     
  

研究分野：高齢者運動器維持向上、股関節外科学

キーワード： 高齢者運動機能　高齢者認知機能　遠隔教育　地域在住高齢者　運動指導　高齢者運動プログラム
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研究成果の学術的意義や社会的意義
2021年に講演と運動指導ために「フレイル・ロコモ予防教室」を開始した。研究期間中に５回の講演会を終了し
た。会場は大学、社会福祉協議会、高齢者入所施設をWebで結んだ。講演は第1回ロコモシンドローム、第２回変
形性膝関節症、第３回カピバラ体操、第４回変形性脊椎症、第５回骨粗鬆症であった。研究終了後も10回の講演
会を計画した。参加人数は50から100名であった。Webを用いた講演や運動指導は、対面指導と違って現実感に欠
ける欠点がある。しかしコロナ感染の危険はない。Webさえ繋がれば場所の問題はなく、参加のために会場に来
る必要もない。フレイル・ロコモ予防を住民に指導できる体制が出来た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

本研究の背景となった北海道八雲町民ドックは、1983 年に八雲町民の健康増進のために企画

された。最初はがんコホートとして名古屋大学疫学教授青木国雄らが名古屋市と八雲町への尾

張藩入植 100 年の記念行事として開始された。まず内科、疫学、泌尿器科、整形外科が参加し、

その後心理班、耳鼻科、眼科を加えてユニークな検診(Yakumo study)になった。受診者は開始当

初 1000 名であったが最近は 600 名程度に減少した。1997 年に代表研究者が整形外科の検診責任

者として担当して 26 年が経過した。2020 年と 2021 年は新型コロナ感染症のために中止となっ

た。整形外科は問診、レントゲン(腰椎側面、膝立位正面)、超音波骨密度、重心動揺、膝腰検診、

背筋力、健脚度(10ｍ歩行速度、40 ㎝踏み台昇降、最大歩幅)、ロコモテストの 40㎝立ち上がり、

ツーステップテスト、ロコモ 25)である。現在までにのべ 15000 名のデータを集積している。

2022 年は規模を縮小して実施した。代表研究者は「高齢者の運動機能評価と維持向上」を目的

とした研究を 2001 年からは関西福祉科学大学八田武志教授（当時名古屋大学教授）と共同で「高

齢者の運動機能と認知機能」の研究も開始した。2016 年 4 月に著者が関西福祉科学大学に赴任

してから「柏原運動器検と認知機能検診を開始した。この 26 年間に科研費 Bを 4回獲得して多

数の研究成果を報告した。関西福祉科学大学でも科研費 Cを 2度獲得した。柏原研究（Kashiwara 

study）では大学付属診療所院長として高齢者に 7年間、運動器検診と運動指導のリハビリテー

ションなどの指導をした。 
 
２．研究の目的 
「人工知能を利用した運動機能と認知機能向上の研究」の目的は、Web による講演と運動指導

によって柏原市在宅高齢者の運動機能と認知機能を維持向上することである。 

 
３．研究の方法 

2018 年から 3年間に約 40名対面講義や運動指導は容易であった。しかし、高齢者がスマホや

インターネットに不慣れなことが問題であった。初め 10 名のパイロット研究では講演に参加で

きたのは 3名に過ぎなかった。高齢者にいかにして情報を提供できるかを模索した。新型コロナ

感染により研究は中断を余儀なくされた。2021 年になって社会福祉協議会とボランティアから

代表研究者に講演と運動指導の要請があった。2022 年に Web による「ロコモ予防教室」を開催

した。柏原市社会福祉協議会との会合で月 1回（計 5回）の講演会を始めた。会場は関西福祉科

学大学、社会福祉協議会オアシス、数か所の高齢者入所施設や府営団地などを結んで行った。タ

イトルは第 1回ロコモティブシンドローム、第２回変形性膝関節症、第３回カピバラ健康体操、

第４回変形性脊椎症をなおそう、第５回骨粗鬆症であった。2023 年度もさらに 5 回の講演と運

動指導を行う。 

 
４．研究成果 

 5 回の講演の参加人数は 50 名から 100 名だった。北海道八雲町やバンコクからの参加者もあ

った。Web を用いた講演や運動指導は、対面と違って現実感に欠ける欠点がある。しかし Web が

繋がれば会場に行く必要がない利点がある。今後は柏原市の福祉施設全体に Wi-Fi 環境を整備

してより多数の高齢者が参加できるようにしたい。各講演を記録して配信することを計画して

いる（図-1，表-1）。この方法は Web3.0 の分散型ネットワークと呼ばれる。理想的には市民が自

ら参加して管理することであるが、現状はいまだ程遠い状況である。2023 年年度も運動器疾患

を中心に講演を企画している。また高齢者の筋力や関節柔軟性の維持・向上のためにカピバラ健



康体操Ⓡのプロモーションビデオを市民とともに完成する。運動機能維持向上に強く関連する

運動教室（ウオーキング、体操教室、ノルディック歩行）を Web と現地で実施する。 

加人数は 50 名から 100 名で北海道八雲町やバンコクからの参加者もあった。人工知能を用い

た講演や運動指導は、対面と違って現実感に欠ける欠点がある。しかし Web さえ繋がれば場所の

問題がない利点がある。参加のために会場に来る必要はない。今後は柏原市の福祉施設全体に

Wi-Fi 環境を整備してより多数の高齢者が参加できるようにしたいと考えている。各講演を記録

して配信することを計画している（図-1，表-1）。2023 年年度も運動器疾患を中心に講演を企画

している。また高齢者の筋力や関節柔軟性の維持・向上のためにカピバラ健康体操Ⓡのプロモー

ションビデオを市民とともに作成する。運動機能維持向上に強く関連する運動教室（ウオーキン

グ、体操教室、ノルディック歩行）を Web と現地で実施する。 

高齢者に共通する疾病（内科、整形外科、その他）、住居、同居者の有無、社会的背景、など

を 3 年間の検診で具体的かつ詳細に把握することができた。大学のように重篤な疾患ではない

運動機能低下、運動習慣の欠如、社会的共生システムの欠如について詳細に研究することができ

た。柏原市社会福祉協議会の協力によってネットワークを形成する基盤ができた。地域在住高齢

者の運動機能および認知機能の向上が期待できる。研究は始まったばかりである。今後はより具

体的なネットワークの構築や講演内容や運動指導方法などの再検討が必要となる。 

 
 
 

図-1 フレイルロコモ予防教室のサテライト会場（A、B、C、N）との双方向性のネット

ワーク構築 
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表-1 

柏原市民健康増進計画（2023 年度から 2024 年度の 2年間） 

サブタイトル：フレイル・ロコモ予防 

【目的】 

地域在住中高年者の運動機能および認知機能の維持向上をめざすこと。 

【方法】 

１． 健康講座（カピバラ健康教室）エビデンスに基づいた生活習慣、運動器疾患と内科疾患の

講義と質疑応答（月１回） 

２． カピバラ健康体操のビデオ作製 

３． 運動時の注意点（メヂカルチェック）血圧・体温・健康状態（体調の可否）、服装や靴の選

択 

４． 運動指導（週１回） 

① カピバラ健康体操 

② ウオーキング 

③ ノルディック・ウォーキング 

④ 認知機能指導（パズルなど） 

５． 健康相談（毎週） 

６． 参加登録（レジストレーション） 

① 生活習慣アンケート 

② 運動機能アンケート各種 

③ QOL 評価 

④ 身体計測（身長・体重） 

７． フレイル・ロコモ予防検診（ロコモ２５，４０㎝台立ち上がり、２ステップテスト） 

８． フレイル・ロコモ予防教室の有用性の研究 

（仮説：運動習慣は運動機能だけでなく認知機能も向上する）関西福祉科学大学倫理委員

会の承認を受ける。研究は自由参加とする。個人情報は匿名化して有用性を検証する。研

究参加の住民に十分な説明をして同意を受ける。同意しても途中からの中止も認める。 

参加者は歩数計を１個贈呈する。ただし歩数の報告は義務 

研究対象は６０歳以上の住民で運動機能向上の希望者１２０名 

除外：病気が重篤なために運動が適切ではない住民、運動麻痺患。 

１２０名を無作為に運動機能群６０名と認知機能群６０名に割り付けする。 

運動群は週１回の運動指導を受けて更に毎日運動を続ける。 

認知機能群は数独などの認知機能向上に関する問題を毎日行う。運動はストレッチなど

を行う。以前行っていた程度の歩行は続行してもよい。 

介入開始前と開始後６カ月で以下の項目を評価する。 

 

ロコモ検診（ロコモ２５，４０ｃｍ台立ち上がり、２ステップテスト）・握力・１０歩行

速度（適度と最速）ＴＵＧ（適度・最速・右回り・左回り） 

認知機能検診（Ｄ－ＣＡＴ，ストループテスト） 

研究協力者 長谷川幸治（代表）、今釜史郎（名古屋大学教授）、石塚直哉（名古屋大学）
八田武志（関西福祉科学大学）片山直美（名古屋女子大学栄養学）。 
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